
一般社団法人
企業アクセシビリティ・コンソーシアム（ACE）

・ACEのご紹介
・ACEにおける障害学生の就職に関する取組
・企業側の立場から大学における障害学生支援に
期待すること 資

料
３
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はじめに

一般社団法人企業アクセシビリティ・コンソーシアム（以下：ACE）

は会員企業の有志活動であり、ACEの活動はそれぞれの会員企業に

おける障害者採用・雇用・定着支援・活躍推進活動等の一側面です。

会員企業ならびに世の中の障害者雇用のあり方を定義または限定す

るのものではありません。
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ACE立ち上げの経緯

はじまりは、2010年～2014年にかけて日本IBMホームステッドに
有志企業のトップが集まり、「天城アクセシビリティ会議」を開催

ACEがフォーカスするエリア

競争力の強化社会的責任

企業側から積極的に障害者が
活躍できる環境を作っていけば、
障害者雇用は「社会的責任」から
「企業の競争力強化」に変化する
のではないか
→「誰もが能力を発揮することの
できるインクルーシブな社会」の
実現に向けて
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ACEの理念 活動目的

企業の成長に資する、新たな障がい者雇用のモデルを社会
とともに確立する

当法人は、障がいというダイバーシティを活かした新たな価値の
創造と企業風土の変革、そしてインクルーシブな社会の実現を目
指し、企業の成長に資する新たな障がい者雇用モデルの確立と、
企業の求める人材の社会に対する発信を目的とする。
(定款 第３条 目的より)
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障がいのある社員が制約を機会に変え、イノベーションを創出する支援をします
Provide vital support to PwD employees in their effort to turn constraints into opportunities to ignite innovation

雇用に関わるすべての人の意識を変革し、障がいのある社員の本質的な
労働統合を目指します
Transform mindsets of all those involved in employment and aim at fundamental workforce integration with PwD
employees 

障がいのある社員の個が持つ強みを活かし、自らの意思で挑戦をできる環境を構築します
Help PwD employees build on individual strengths and develop environment where they can challenge at their own will 

企業の成長に、そして社会の発展に資する、真にインクルーシブな環境を実現するため、

私たちはダイバーシティを尊重し、新しい障がい者雇用のモデルを提唱します

ACE憲章
～誰もがチャレンジできる、インクルーシブな就労～
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ACEが目指しているのは、法的要請やコンプライアンスへの対応、または単なるCSR的活動ではなく、ビジネスの本業のなかで、多様な人材の誰もがチャレンジできる、真にインクルーシブな就労環境を作ることで、イノベーションを創出することです。
一企業では簡単に解決できないこの社会課題に対して、業界を越えた企業集団として力を合わせています。



第11期（2023年9月現在）会員企業：39社
 株式会社ＩＨI
 アサヒビール株式会社
 味の素株式会社
 アステラス製薬株式会社
 株式会社イトーキ
 EY Japan株式会社
 キヤノンマーケティングジャパン株式会社
 ＫＤＤＩ株式会社
 協和キリン株式会社
 株式会社JTB
 シナネンホールディングス株式会社
 清水建設株式会社
 株式会社SBI新生銀行
 積水ハウス株式会社
 セコム株式会社
 株式会社セールスフォース・ジャパン
 損害保険ジャパン株式会社
 株式会社大和証券グループ本社
 中外製薬株式会社
 dentsu Japan

 TDK株式会社
 TOTO株式会社
 凸版印刷株式会社
 株式会社ニチレイフーズ
 日産自動車株式会社
 日本アイ・ビー・エム株式会社
 日本航空株式会社
 日本通運株式会社
 日本電信電話株式会社
 パナソニック ホールディングス株式会社
 株式会社パレスホテル
 富士フイルムビジネスイノベーション株式会社
 株式会社ブリヂストン
 ブルームバーグL.P.
 株式会社堀場製作所
 株式会社みずほフィナンシャルグループ
 ヤマト運輸株式会社
 株式会社LIXIL
 株式会社りそなホールディングス
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ACEの事業活動

ACE
障がいの
ある社員 障がいの

ある学生

人材パイプラインの構築
啓発・育成の場の提供
（インターンシップ、キャリアセミナー）

学生特性・
就労ニーズ

把握

ロールモデル創出
キャリア意識改革
雇用施策促進

関係省庁
自治体
支援機関

政策提案

企業キャリア創出
部会

学との連携
部会

広報・政策渉外活動

会員企業 大学・教育機関

課題・知見
共有

ACE主催イベントへの参画

企業経営層
人事担当
有識者

活動成果共有

助言、社会的ニーズの共有

ACEでは、障がい者雇用に関する企業現場の課題に加え、高等教育機関等における
就労準備構造的な課題にも取り組むために、２つの事業部会が連携して活動しています
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ACEでは、障がい者雇用に関する企業現場の課題に加え、高等教育機関等における就労準備の構造的な課題にも取り組むために、２つの事業部会が連携して様々な活動を行っています。
これらの部会は、会員企業間、大学や教育機関と連携・協働を行いながら、その活動を行っています。
そしてこれら全体の活動を政府関係者とのネットワークや広報チャネルを通じて社会への発信を目指しています。



ACE定例会
2か月に1回ペースでの会員企業全体の定例会
各種ACE活動についての議論や、勉強会・情報交換等を実施
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ACE定例会は、2か月に1度開催しています。
コロナ渦以前は、会員企業が持ち回りで各社の会議室を会場として提供し、情報共有や企業間交流の機会としていました。
コロナ渦以降は、オンラインによる定例会を行うことで、その活動を効率的に行っています。



ACEフォーラム
ACEの1年の活動報告、活躍モデル表彰（後述）、基調講演等
2023年は12月6日東京（オンライン有）開催
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
毎年、内外のお客様・関係者をご招待し、ACEフォーラムを開催しています。ACEフォーラムでは、この1年間の活動の振り返りの他、基調講演やACEアワードによるロールモデルの表彰などを行っています。





ACEアワード/活躍事例紹介
毎年開催のACEフォーラムの場にて
活躍モデル（個人・組織）を表彰し、事例紹介を実施
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ACEの目指す「企業の成長と競争力強化に資する障がい者雇用」という観点から、各企業内でそのモデルとなる事例の募集、発掘を行い、特に優れた事例については毎年開催するACEフォーラムの中でACEアワードとして表彰を行っています。





企業で活躍する学生がより多く入社する

支援環境が拡がる 主体的にチャレンジする
意欲が高まる

大学と企業間の人材パイプラインを構築し、
大学との協働を通じて、障がい者大学生を
企業で活躍する人材に啓発・育成する。

ミッションとバリュー

官 家族

学との連携部会
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ストレングスファインダー
受検

診断による「自身の強み」を把握。
後に続くコンテンツに活かす自己理解のきっかけを得る。

企業別オリジナルプログ
ラム/相談会
ACE会員企業各社にて
随時（8月～9月）

キャリアセミナー
オンライン開催
９月6日（水）

2023「キャリアセミナー＆企業別相談会」
「第５回学部会懇談会」

学部会懇談会
6月15日（水）
※大学関係者向け

〇全体セッション
・仕事理解・ストレングスファインダー解説
・先輩社員スピーチ
〇先輩社員・人事担当者との座談会

体験型インターンシップ～ライトに参加できる相談会（面談）
幅広いコンテンツをACE各社が実施。
早期の社会接点の機会創出、就労に向けての道筋をサポート

学生向けコンテンツの参加者募集に伴い、各大学の教職員と
ACE会員企業での懇談会を実施
ACE活動への理解を促進しつつ、各大学の課題や意見を交換
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障害のある学生向けキャリアセミナー
①ストレングスファインダー：自身の特性や可能性にポジティブな関心を高める
②就業理解：企業別オリジナルプログラム/相談会 との相乗効果を狙う
③自己理解：先輩社員や人事担当者、学生同士の交流を通じ理解を深める
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
学生向けキャリアセミナーでは、2014年より、障害のある先輩社員や企業の人事担当者から直接話を聞き、また学生間でも活発なコミュニケーションを行い、就労に関する疑問の解消、学生・企業相互の理解を深めることを目的としています。



https://www.j-ace.net/2020/10/23/0903cs/


企業別オリジナルプログラム/相談会（インターンシップ）
・夏季休暇期間中（7/31～9/8）で「障害のある学生向けキャリアセミナー」と合同開催。
・WEB参加型および企業訪問型（対面型）での開催。
・各々の企業が創意工夫しプログラムを提供。（複数企業への参加可能）
例）学生と企業担当者間の相談会、先輩社員も交えた座談会、事業所見学、グループワーク

＜2023年度参加状況（予定）＞
・企業数：１５ ・プログラム数：２３
・参加数：（大学）２３校 （学生）実数４２名／延べ１７０名

＜2023年度参加状況（予定）＞

※参加学生（学年別）

※参加学生（地域別）

※参加企業

地域 大学数 参加人数
関西 10 23
関東 8 14
九州 3 3
中部 1 1
その他 1 1
合計 23 42

プログラム 提供企業
WEB参加型
オリジナルPG

凸版印刷、salesforce、IBM、JTB
グループ、積水ハウス

WEB参加型
企業相談会

セコム、日本航空、凸版印刷、シ
ナネンHD、清水建設、LIXIL、
TOTO、アサヒビール、

企業訪問型(対
面型)
オリジナルPG

セコム、清水建設、LIXIL、
dentsu japan、TOTO、
Bloomberg L.P.、堀場製作所
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ACEインターンシップは、例年キャリアセミナーと同時期に実施しています。
学生と企業担当者間の相談会、先輩社員も交えた座談会、グループワーク等、各々の企業が創意工夫し、開催しています。



https://www.j-ace.net/2020/11/06/200908h/


学との連携部会懇談会
・各大学関係者とACE会員企業のコミュニケーションの場を提供。
・2020年から開始し、これまで全5回を不定期開催。
・各回10名～20数名程度の大学関係者とACE会員企業担当者が参加。
・企業と大学、大学同士のフリーディスカッションを基軸に、特定の大学の取り
組み紹介や、支援事業者も交えての勉強会等も実施。
・各大学での課題や取り組みの情報交換や、企業の採用活動・障がい者雇
用のリアルな声を知る場として継続のリクエストも多く、好評な取組。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
学との連携部会懇談会は、2020年よりスタートした比較的新しい取り組みです。多くの社会課題がある障がいのある学生の就職活動、入社後活躍等をテーマに、ACE会員企業担当者と大学関係者、そして各地の大学関係者同士のコミュニケーションを密にし、情報共有や新しい取り組みの検討を行い、継続して協同可能なネットワークを築くのが目的です。
これまで4回の懇談会を実施し、他にはない取り組みとして大学関係者の皆様からも大きな期待と関心をいただいています。



企業側の立場から
大学における障害学生支援に期待すること

☑地域の企業や支援機関と連携して、学生に対する実践的な社会移行準備機会を

創出、ならびに企業での就業に関しての情報を収集・整理していくこと

→どんな就業の形態や業務の内容、合理的配慮の事例があるかという情報を
学生が得る手段を、企業を含めた社会資源・プラットフォームと協力して
大学内外問わず作っていってほしい。
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企業側の立場から
大学における障害学生支援に期待すること

☑就労に向けた準備、サポート体制の強化

・障害についての受容プロセス、開示有無の選択サポート
・合理的配慮の説明スキル

→××できない、××が苦手の列挙でなく、
△△という特性があり□□という工夫をすれば○○ということができる
というようなまとめ方
それに加え、学生の希望や特性（強み）を言語化し、何にチャレンジしたいか
を学生自身が企業に伝えられることが大切（とくに未経験新卒の場合）

→企業は得られた情報を業務のアサインや合理的配慮の検討に活用する。
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企業側の立場から
大学における障害学生支援に期待すること

☑様々な就業形態の選択肢（バリエーション）についての理解促進

・一般的な職場へのインクルージョン、間接部門等への集約、特例子会社、
そして福祉就労。障害者雇用枠か否か、雇用形態等についての考え方

→重要なのは、「企業によってバラバラである」という現状と前提。

→各企業に直接接触するまでわからないため、個別的な情報の流通手段をつくる。
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企業側の立場から
大学における障害学生支援に期待すること

☑支援事業所や各支援機関との連携強化

→地域の企業の情報は、地域の事業所がもっている。

☑学生の修学～就労まで一貫しての相談先、シームレスな情報連携

・大学全体で、修学支援だけでなく、それぞれの特性に合わせた就労支援
までシームレスつながることが望ましい。

→修学時の合理的配慮やサポートのノウハウは、企業での就労にも大いに
活用することができる。

☑障害のある学生が、学内の支援や外部の支援（ＡＣＥ等含む）に広く

繋がり、社会移行の前に支援の手ができるだけ多くなっている状態に。
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